
 

 

 

 

 

 
 

管内 18地区の定点圃場にて、分げつ、草丈などの生育状況、病害虫の発生状況などを 

重点に調査を行った“水稲生育状況調査”結果を提供しますので、ご活用ください。  

今週は、真夏日が続き猛暑が予想されます！熱中症には注意して 

こまめな水分補給し、作業を行ってください 

◆ トビイロウンカ （令和４年８月２日現在） 

JA広島市管内では、トビイロウンカの飛来は未確認。 

※引き続き、今後の動向に注意し、株元を中心に観察を行ってください。 

◆ カメムシ類について 
今年は、空梅雨、高温などの影響により、カメムシの発生が多くなると予想され、８月２日現在、 

岡山県、島根県、山口県と広島県を囲むように注意報を出しています。 

カメムシが籾を吸汁することで、斑点米になり、米の品質低下に繋がります。 

◆ 対策のポイント 
 ２回の「基本防除」を行う 

≪１回目≫ 穂ぞろい期（７～８割の出穂） ≪2回目≫ 穂ぞろい期 防除後７～10 日頃 

 畦畔の除草は、出穂の７日前までに行う 

 出穂後の除草は、殺虫剤散布後に行う 

◆ 今後、多発生が予想されるカメムシ類 

 

「令和 4年 ＪＡ広島市稲作ごよみ」を参考にし、「基本防除」、「随時防除」を徹底しましょう！ 

品 名 使用時期 回数 
10a あたりの 

使用量 
規格 

スタークル粒剤 収穫 

7 日前 

まで 

３回 

以内 

3 ㎏ ３㎏ 

トレボン粉剤ＤＬ 
3～4 ㎏ 

３㎏ 

ラブサイドスタークル粉剤 DL ３㎏ 
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▲アカスジカスミカメムシ ▲クモヘリカメムシ ▲ホソハリカメムシ 


